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論  文  名 室町期島津氏領国の政治構造 
本論文は、南北朝・室町期南九州の政治過程分析を基軸として、守護＝島津本宗家（奥州家）と室
町幕府との関係、島津領国の政治的・地域的構造を明らかにしたものである。全体を 3 部 10 章（補
論を含む）に分かち、その前後に序章と終章とを置いている。 
序章では、研究史を整理した上で、論文の課題を明示する。 












 第 3 部「室町期島津氏「家中」の変遷と島津氏領国の解体過程」は、「家中」の変遷に視点を据え
て島津氏の権力構造を考察し、戦国時代への展望を示す。第 1章では、島津氏有力庶子家の、島津本
宗家からの自立を志向しながらそれに依存するという、相反する性格を指摘する。第 2章では、本宗
家「家中」の変遷をたどり、全国的動向とは異なり 15 世紀後半に守護権力の強化がはかられたこと
を明らかにする。第 3章では、それ以降、島津氏有力庶子家による一揆の出現により本宗家が弱体化
する一方で、新たな地域秩序（地域ブロック）が構築されていくことを指摘する。 
 終章では、論文全体の総括を行う。 
 本論文は、地域構造に着目することで複雑きわまりない政治過程を明快に整理し、「国一揆」「家中」
の分析を通じて政治構造の特質も明らかにしている。また、島津本宗家独自の領有観を抽出し、その
展開を跡づけることにより、室町時代の守護の性格ひいては室町幕府の支配体制に関する議論にも一
石を投じている。対外関係も含めた非常に広い視野の下、堅牢な実証に支えられた説得力のある議論
が展開されており、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。よって本論文提出者は博士（文
学）の学位を授与されるに十分な資格があると認められる。 
 
 
